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Abstract 
Two kinds of usage are found in the dictionaries on the converb "yaru"， iι(i) expres-
sion of benefactive action to others， and (i) expression of negative feeling. The usage (i) 
seems to be contradktory to the usage (i). The present paper analyzes出ereco伊ition
behind the usages of the converb "yaru" and attempts to establish a generalization 
which cover both of two usage. The converb "yaru" shows the speaker recognizes (i) 
that there is a conflict， (i) that the actor can solve CONFUCT， and (ii) that the actor h出
CONTROLLABILITY. It also explains how the usage of "yaru" affect the rank of the per-
sons concerned， and the usage of other benefactive converbs such as喰ureru"and 
"町lorau..

























































































































































































































































































































































































































































































? ， ?ヮ ?
補助動詞「やるJの基底に存在する認識について
C.*彼女のために彼女がパンをとってくれる.
aは，自然であるので話者と受益者は一致しでもよい.b 
の文は不自然と感じられるから， Iくれる」では話者と行
為者は同一であってはならない.C の文は，不自然である
ので受益者と行為者が一致しではならない.
ゆえに「もらうJIくれるjともにFig.4のような図式が
成り立つ.
ただし「くれる」と「もらう」では主語が入れ替わって
いる. IもらうJでは，主語が受益者であるのに対して，
fくれるJでは主語は行為者である.
5. まとめ
補助動詞「やる」の意味には，他者への恩恵・利益(やる
) ，他者への否定的感情の表出(やるりという相反する
2つの側面が有る。本論では「やるJの背後にある認識を分
析し，対極的に見える2つの意味の普遍性を見いだそうと
した。「やる」の使用にあたっては， 1)コンフりクトの存
在， 2)行為者によるコンフリクトの解決可能性， 2)行
為者の制御性という 3つの要因が話者に認識されている必
要があることが明らかとなった。また，上述の分析から
「やるJが持つ対人的上下関係におよぽす効果が説明され
た。さらに，受益的補助動詞「くれるJiもらうJについても
同様の分析が出来ることを示した。
以上のように「やるJの使用は，特定の認識・意図・感情
がその本質的条件となる。聞き手は， Iやるjの背景にある
話者の認識・意図・感情を推測することとなる。
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